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平
成
20
年
９
月
定
例
会
は

９
月
２
日
か
ら
９
月
22
日

ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平

成
19
年
度
一
般
会
計
・
各

特
別
会
計
・
事
業
会
計

歳
入
歳
出
決
算
議
案
14

件
、
平
成
20
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
総
額

１
億
３
７
５
万
８
千
円
）・

平
成
20
年
度
特
別
会
計
・

事
業
会
計
補
正
予
算
（
総

額
６
億
５
３
９
２
万
３
千

円
）
の
各
予
算
案
13
件
、

条
例
の
改
正
案
な
ど
８
件

の
計
35
議
案
が
市
長
か
ら

　
一
般
質
問

９
月
定
例
会
に
て
13
名
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

　　　
９
日
か
ら
11
日
に
か
け
て

は
、
一
般
質
問
に
13
名
の
議

員
が
登
壇
し
、
12
日
、
16
日
、

17
日
に
総
務
・
産
業
建
設
・

社
会
文
教
委
員
会
で
審
議

し
ま
し
た
。

　

最
終
日
22
日
に
は
、
教

育
委
員
会
委
員
の
選
任
に

同
意
し
、
議
案
は
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
3
件
、
陳

情
1
件
を
趣
旨
採
択
と
し
、

陳
情
１
件
を
採
択
、
１
件

を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

結
果
、
80
ｈ
ａ
も
の
青
刈
り
を

し
ろ
と
言
う
が
、
し
っ
か
り
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
。
青
刈
り

を
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
の
か
。

既
に
１
千
ｈ
ａ
も
の
耕
作
放
棄

地
が
あ
る
、
米
し
か
出
来
な
い

当
地
帯
で
の
転
作
は
無
理
な
話

だ
。
市
長
を
先
頭
に
農
政
運
動

を
強
め
る
べ
き
だ
。

【
市
長
】
今
の
国
の
農
政
に
問

題
あ
り
。
転
作
で
き
る
地
帯
と

同
列
に
考
え
る
の
は
い
か
が
な

も
の
か
。
農
政
運
動
を
強
め
、

特
に
県
の
中
で
検
討
し
方
向
付

け
す
る
よ
う
に
し
っ
か
り
申
し

上
げ
て
い
く
。
農
地
を
守
る
観

点
か
ら
も
農
政
運
動
を
強
く
進

め
る
。

【
部
長
】
青
刈
り
は
水
田
協
議

会
長
名
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
加
入
者
、

未
加
入
者
公
平
に
協
力
を
お
願

い
し
た
。

佐藤正夫議員

新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
に

よ
る
水
枯
れ
は 

市
の
責
任

で
解
決
を

【
質
問
】
地
域
の
大
き
な
期
待

を
担
う
新
幹
線
だ
が
、
ト
ン
ネ

ル
工
事
が
原
因
で
、
水
枯
れ
の

地
域
は
大
変
苦
労
し
て
い
る
。

柳
原
の
西
山
一
帯
の
湧
水
は
、

ほ
と
ん
ど
枯
渇
し
た
。
農
業
・

生
活
用
水
、
特
に
冬
の
消
雪
水

の
欠
乏
は
深
刻
だ
。
運
輸
機
構

は
水
田
に
ポ
ン
プ
の
設
置
等
適

宜
に
対
応
を
し
て
く
れ
る
が
因

果
関
係
は
認
め
な
い
。
地
元
の

努
力
も
成
果
が
出
な
い
。
市
長

は
努
力
し
て
い
る
と
言
う
が
、

地
元
で
は
、
市
は
ど
っ
ち
を
向

い
て
い
る
の
か
、
と
言
う
声
も

出
て
い
る
。
因
果
関
係
を
認
め

さ
せ
る
の
は
市
の
責
務
と
考
え

る
。
市
長
を
先
頭
に
、
関
係
各

課
の
総
力
を
挙
げ
て
対
処
し
て

欲
し
い
。

【
市
長
】
私
も
努
力
を
し
て
お

り
、
今
年
度
中
に
結
論
を
出
し

た
い
。
近
々
機
構
の
本
部
へ
も

出
か
け
る
予
定
だ
。
対
策
を
し

な
が
ら
認
め
な
い
の
は
理
解
で

き
な
い
。
地
元
で
も
要
望
案
を

ま
と
め
て
欲
し
い
。

ト
ン
ネ
ル
か
ら
の
水
は
、
鉄
分
・

マ
ン
ガ
ン
が
あ
り
、
水
温
も

10
℃
と
低
い
た
め
利
用
法
は
難

し
そ
う
だ
。

【
部
長
】
簡
水
は
試
掘
井
戸
を

代
替
水
源
に
使
用
す
る
こ
と
を

了
解
、
設
計
協
議
に
入
っ
て
い

る
。
機
構
は
、
田
用
水
の
減
少

と
工
事
の
因
果
関
係
を
認
め
る

の
は
難
し
い
と
し
て
、
水
紋
調

査
を
継
続
し
て
い
る
が
、
現
に

用
水
の
減
少
は
明
ら
か
な
の
で

委
員
会
と
一
緒
に
具
体
的
な
方

法
等
、
精
力
的
に
協
議
し
て
い

く
。

　

米
の
過
剰
作
付
け
調
査
の

結
果
と
対
応
は

【
質
問
】
今
夏
の
一
筆
調
査
の

大野峰太郎議員

千
曲
川
の
治
水
・
利
水 

に

つ
い
て

【
質
問
】
当
地
域
を
水
害
の
被

害
か
ら
守
る
た
め
の
、
大
き
な

課
題
で
あ
る
桑
名
川
（
２
期
工

事
）、
下
境
築
堤
の
早
期
完
成

と
事
業
推
進
に
つ
い
て
、
本
年

度
の
予
算
額
を
聞
き
た
い
。

【
部
長
】
本
年
度
は
、２
１
０
ｍ・

事
業
費
６
０
０
０
万
円
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

完
成
は
平
成
26
年
度
の
予
定
。

下
境
に
つ
い
て
は
、
県
事
業

で
、
４
０
０
ｍ
の
内
６
０
ｍ
、

５
０
０
万
円
予
定
さ
れ
て
い
る
。

【
質
問
】
フ
ッ
ト
パ
ス
計
画
に

つ
い
て
、
単
独
事
業
に
な
ら
な

い
よ
う
に
十
分
な
連
携
へ
の
配

慮
と
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

ハ
ー
ド
面
で
は
道
路
整
備
等
各

設
置
施
設
の
充
実
と
、
ソ
フ
ト

面
で
は
事
業
の
拡
充
が
図
れ
る

よ
う
に
、
国
・
県
の
柔
軟
な
対

応
を
要
請
し
て
い
く
こ
と
で
、

そ
れ
き
り
で
終
わ
ら
ず
産
業
振

興
に
む
す
び
つ
け
ら
れ
る
事
業

展
開
が
望
め
る
と
考
え
る
。
ま

た
先
進
地
の
山
形
県
長
井
市
と

友
好
都
市
と
し
て
交
流
を
促
進

で
き
な
い
か
、
市
長
の
考
え
を

聞
き
た
い
。

【
市
長
】
菜
の
花
を
中
心
に
ア

ヤ
メ
等
を
植
え
て
、
一
年
中
花

が
咲
い
て
い
る
千
曲
川
沿
岸
に

し
た
い
。
長
井
市
と
は
フ
ッ
ト

パ
ス
関
連
の
姉
妹
交
流
が
出
来

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。ま
た
一つ
、

ど
う
し
て
も
常
盤
牛
蒡
の
再
生

を
図
り
た
い
。　

【
質
問
】
昭
和
57
・
58
年
水
害

に
つ
い
て
は
、
流
域
の
被
害
額

約
５
６
０
億
円
、
県
内
浸
水
戸

数
１
万
戸
以
上
、
被
害
総
額

１
７
１
７
億
円
と
公
表
さ
れ
て

い
る
。
一
度
水
害
が
発
生
す
れ

ば
、
多
額
の
被
害
と
生
命
・
財

産
を
失
っ
て
し
ま
う
。
更
な
る

働
き
か
け
を
求
め
た
い
。

【
市
長
】
県
に
つ
い
て
は
し
っ
か

り
と
要
望
を
続
け
て
い
き
た
い
。

私
の
農
協
運
動
の
歴
史
は
水
害

と
の
闘
い
で
も
あ
っ
た
。
二
度

と
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
要
請

を
続
け
た
い
。

【
部
長
】
年
々
公
共
事
業
費
が

削
減
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
。

６
月
千
曲
川
水
系
河
川
整
備
方

針
が
策
定
さ
れ
た
。
今
後
20
年

～
30
年
を
見
据
え
た
整
備
計
画

が
さ
れ
る
。
今
後
、
学
識
懇
談

会
、
市
町
村
長
、
住
民
意
見
等

を
聴
取
さ
れ
る
予
定
。
住
民
意

見
交
換
会
に
つ
い
て
は
、
市
報

９
月
号
で
周
知
、
飯
山
で
の
住

民
懇
談
会
も
10
月
28
日
の
予
定

で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

水野晴光議員

山
枯
対
策
に
森
林
税
を
利

用
で
き
な
い
か

【
質
問
】
県
は
、
本
年
度
か
ら

森
林
税
を
個
人
５
百
円
、
法
人

千
円
以
上
徴
収
し
た
、
当
市
の

森
林
整
備
状
況
は
。

【
部
長
】
本
年
度
は
瑞
穂
北
原

地
区
で
行
う
。

【
質
問
】
山
枯
が
昨
年
に
続
き

本
年
も
非
常
に
増
加
し
た
。
被

害
予
防
、
伐
採
搬
出
は
森
林
税

を
利
用
し
て
で
き
な
い
か
。

【
部
長
】
防
除
に
あ
ま
り
良
い

薬
が
な
い
の
が
現
状
だ
。
幹
に

シ
ー
ト
巻
き
等
の
方
法
が
あ
る

が
、
大
変
お
金
が
か
か
る
。
カ

シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
虫
に
よ
っ
て

倒
木
等
が
出
た
場
合
は
、
公
共

に
支
障
が
あ
る
場
合
は
対
応
し

た
い
。

　

観
光
に
つ
い
て

【
質
問
】
冬
期
間
、
ス
キ
ー
場

の
収
入
が
年
々
減
少
し
て
来
て

い
る
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
割
合
が

多
く
安
売
り
が
原
因
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

【
市
長
】
行
政
が
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
今
後

し
っ
か
り
協
力
し
て
い
く
。
富

山
空
港
利
用
の
外
国
人
対
応
等

も
進
め
て
行
き
た
い
。

【
質
問
】
国
は
来
年
度
か
ら
、

子
ど
も
農
山
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
を
、
農
林
水
産
省
、

文
部
科
学
省
、
総
務
省
が
連
携

し
て
予
算
付
け
を
し
、
モ
デ
ル

地
区
を
選
定
し
て
、
農
業
体
験

堤防の工事が進む桑名川地区

　
９
月
定
例
会　
開
催
さ
れ
る

今年は天候にも恵まれ稲刈りは順調に進んだ

を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
当
市

も
市
長
の
努
力
で
指
定
に
な
っ

た
が
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

【
部
長
】
本
年
度
は
、
体
験
学

習
の
受
け
入
れ
が
、
大
変
増
加

し
た
。
次
年
度
以
降
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
小
学
生
の

受
け
入
れ
が
増
加
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
観
光
協
会
等
と
、し
っ

か
り
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
行

く
。

【
質
問
】
中
学
校
の
統
合
で
体

育
館
が
空
い
て
く
る
が
、
夏
場

の
民
宿
利
用
を
検
討
し
て
欲
し

い
。

【
市
長
】
利
用
で
き
る
よ
う
考

え
て
い
き
た
い
。

自然体験教室の受け入れ（戸狩）


